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５月５日は「こどもの日」
こどもは、家庭のこどもであると同時に社会のこどもであり、国家のこどもでもあります。明日の日本の担い手となることを
認識し、国民こぞってこどもの養育に責任を負い、こどもの幸福をはかり、こどもを祝福しようとしたのが制定の意義です。み
んなは明日の丹波山村を担う大切な宝です。丹波山村保育所、みんな元気にハイ・ポーズ。

印刷・（株）少國民社

・当初予算

・消防団任命式

・小中学校入学式

・今の丹波山村を知ろう

・お知らせ

主な内容
人口と世帯

（16年4月末現在）

人口 876人
男 426人
女 450人
世帯 382戸



第104号 広　報　　た　　ば　　や　　ま （2）

平
成
十
六
年
度
の
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
十
三
億

五，
二
〇
〇
万
円
と
な
り
、
昨
年
度
の
当

初
予
算
額
（
十
五
億
二，
二
〇
〇
万
円
）

に
比
べ
一
億
七，
〇
〇
〇
万
円
（
前
年
比

十
一．
二
％
）
の
大
幅
な
減
額
と
な
り
ま

し
た
。

◆
村
税

村
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
税

金
、
丹
波
山
村
に
土
地
・
家
屋
・
償
却

資
産
を
有
す
る
方
に
納
め
て
い
た
だ
く
税

金
、
丹
波
山
温
泉
「
の
め
こ
い
湯
」
を

ご
利
用
い
た
だ
く
皆
さ
ん
が
納
め
る
税
金

な
ど
五
つ
の
税
目
を
あ
わ
せ
て
『
村
税
』

が
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
初
予
算
で
は
、
村
民
税
が
二，
〇
九

三
万
円
（
個
人
村
民
税
二，
〇
〇
二
万
円

と
法
人
村
民
税
九
十
一
万
円
）
で
昨
年

度
と
ほ
ぼ
同
じ
予
算
額
を
計
上
。
固
定

資
産
税
は
二，
〇
四
二
万
九
千
円
（
土
地

二
九
四
万
円
、
家
屋
六
〇
〇
万
円
、
償

却
資
産
六
〇
〇
万
円
、
東
京
都
の
ダ
ム

用
地
等
に
係
る
市
町
村
交
付
金
五
四
八

万
九
千
円
）
で
昨
年
度
に
比
べ
一
二
四

万
六
千
円
の
減
額
。

主
な
要
因
は
丹
波
山
村
が
積
雪
地
域

の
一
級
地
に
指
定
さ
れ
木
造
家
屋
に
減
点

補
正
（
積
雪
補
正
率
）
を
実
施
し
た
事

に
よ
る
も
の
。
軽
自
動
車
税
は
前
年
度
よ

り
五
万
円
多
い
一
〇
〇
万
一
千
円
、
た

ば
こ
税
は
四
〇
〇
万
円
を
計
上
。
入
湯

税
は
丹
波
山
温
泉
「
の
め
こ
い
湯
」
を

ご
利
用
い
た
だ
い
た
方
一
人
に
つ
き
一
五

〇
円
を
徴
収
す
る
も
の
で
昨
年
度
と
同
額

の
二，
〇
〇
〇
万
円
を
計
上
。
村
税
合
計

は
六，
六
三
六
万
円
で
歳
入
全
体
の
四．

九
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

◆
地
方
交
付
税

地
方
交
付
税
制
度
は
地
方
公
共
団
体

間
の
税
源
の
不
均
衡
に
よ
る
財
政
力
の
格

差
を
国
が
調
整
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た

制
度
で
自
主
財
源
が
乏
し
い
丹
波
山
村

を
は
じ
め
自
治
体
の
九
十
五
％
以
上
が
交

付
団
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
山

梨
県
内
で
は
五
十
六
市
町
村
中
五
十
三

市
町
村
が
交
付
団
体
で
す
。

当
初
予
算
で
は
、
普
通
交
付
税
分
と

し
て
六
億
九
〇
〇
万
円
を
計
上
し
、
前

年
度
に
比
べ
一，
一
〇
〇
万
円
（
前
年
比

一．
八
％
）
の
減
額
。
歳
入
全
体
で
は
四

十
五
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

国
に
よ
る
三
位
一
体
の
改
革
は
国
庫
補

助
金
の
廃
止
・
縮
減
、
税
源
移
譲
と
地

平成16年度の当初予算案が３月定例村議会に

提出され、一般会計と特別会計（国民健康保険・

老人保健・簡易水道事業・水源の里保健休養施設

事業・特定環境保全公共下水道事業・有線テレビ

放送施設事業・教育奨励資金・介護保険・温泉事

業）の予算が原案どおり可決されました。

村民税
20,930

軽自動車税
1,001

固定資産税
20,429

入湯税
20,000

たばこ税
4,000

◇村税予算の内訳　　　　（単位：千円）

地方交付税
609,000

分担金及び負担金 5,310
使用料及び手数料 4,863

国庫支出金
11,442

県支出金
168,585

財産収入
798

寄付金
1

繰越金
14,000

繰入金
160,000

諸収入
106,584

村債
179,000

株式等譲渡所得交付金 57　
配当割交付金 113　　

利子割交付金 858　　　
地方譲与税 8,521　　　

村税 66,360　　　

地方消費税
交付金 10,441
特別地方消費税
交付金 1
　自動車取得税
　交付金 3,944
　地方特例
　交付金 2,122

◇歳入の内訳　　　　　　（単位：千円） 歳
　
入
（
主
な
も
の
）

一
般
会
計
当
初
予
算

一 般 会 計 当 初 予 算

平 成 1 6 年 度

総額は13億5,200万円

昨年以上に厳しい
予算編成になりました



方
交
付
税
の
見
直
し
で
す
。
今
後
ま
す
ま

す
地
方
交
付
税
制
度
を
取
り
巻
く
環
境

は
厳
し
く
な
り
、
財
源
の
五
割
弱
を
地
方

交
付
税
に
頼
っ
て
い
る
丹
波
山
村
の
財
政

も
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

◆
国
庫
支
出
金

昨
年
度
ヘ
リ
ポ
ー
ト
建
設
の
た
め
大
幅

に
増
額
さ
れ
た
国
庫
支
出
金
は
当
初
予
算

で
一，
一
四
四
万
二
千
円
を
計
上
。
前
年

度
に
比
べ
六
十
六．
一
％
の
減
額
で
主
た

る
も
の
は
丹
波
中
学
校
体
育
館
の
地
震
補

強
に
係
る
公
立
学
校
施
設
整
備
費
補
助

金
で
す
。
歳
入
全
体
の
〇．
八
％
を
占
め

て
い
ま
す
。

◆
県
支
出
金

老
人
医
療
費
負
担
金
や
児
童
手
当
負

担
金
等
の
県
負
担
金
が
三
四
二
万
五
千

円
。
農
林
水
産
業
費
県
補
助
金
や
商
工

費
県
補
助
金
等
の
県
補
助
金
が
一
億
六，

二
〇
九
万
三
千
円
。
選
挙
費
委
託
金
や

小
袖
鍾
乳
洞
管
理
委
託
金
等
の
県
委
託

金
が
三
〇
六
万
七
千
円
。
県
支
出
金
合

計
で
一
億
六，
八
五
八
万
五
千
円
で
歳
入

全
体
の
十
二．
五
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

主
な
も
の
は
平
成
十
四
年
度
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
「
新
山
村
振
興
等
農
林
漁
業

特
別
対
策
事
業
」
に
よ
る
有
線
テ
レ
ビ
施

設
整
備
工
事
の
県
補
助
金
一
億
二，
〇
〇

〇
万
円
と
「
林
業
・
木
材
産
業
構
造
改

革
事
業
」
と
し
て
林
道
山
王
沢
線
に
係

る
県
補
助
金
二，
四
五
〇
万
円
を
計
上
。

◆
繰
入
金

公
債
費
（
村
の
借
金
の
返
済
の
た
め

の
支
出
）
に
充
当
す
る
減
債
基
金
繰
入

金
を
六，
〇
〇
〇
万
円
、
建
設
事
業
に
充

当
す
る
公
共
施
設
整
備
基
金
繰
入
金
を

四，
〇
〇
〇
万
円
、
財
政
調
整
基
金
繰
入

金
を
六，
〇
〇
〇
万
円
。
繰
入
金
合
計
で

一
億
六，
〇
〇
〇
万
円
を
計
上
。
歳
入
全

体
の
十
一．
八
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

◆
諸
収
入

下
水
道
事
業
に
対
す
る
東
京
都
の
交

付
金
や
日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク
参
加
負
担

金
、
各
種
の
検
診
負
担
金
、
住
民
票
・

印
鑑
証
明
・
評
価
証
明
・
所
得
証
明
等

の
証
明
料
、
村
預
金
利
子
な
ど
の
収
入

が
含
ま
れ
、
当
初
予
算
で
一
億
六
五
八

万
四
千
円
を
計
上
。
歳
入
全
体
の
七．

九
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

◆
村
債

こ
れ
は
村
の
借
入
金
（
借
金
）
で
す
。

丹
波
山
村
は
自
主
財
源
、
い
わ
ゆ
る
村

税
等
自
分
た
ち
で
徴
収
で
き
る
お
金
が
少

な
い
。
し
か
し
村
民
生
活
や
福
祉
の
向

上
、
村
の
活
性
化
の
推
進
な
ど
大
き
い
・

小
さ
い
関
係
な
く
事
業
施
策
を
し
な
い
訳

に
は
い
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
実
施
す
る

時
に
は
借
金
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
た
だ
、
ど
ん
ど
ん
借
り
て
い
る
わ
け

で
は
な
く
、
丹
波
山
村
の
財
政
を
考
え
許

さ
れ
る
範
囲
内
で
借
り
て
い
ま
す
。

当
初
予
算
で
は
一
億
七，
九
〇
〇
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
が
、
昨
年
度
の
二
億

四，
七
〇
〇
万
円
よ
り
も
六，
八
〇
〇
万

円
減
額
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
平
成

十
六
年
度
末
（
平
成
十
七
年
三
月
末
）
の

地
方
債
残
高
は
十
七
億
一
六
五
万
六
千
円

で
四
月
一
日
現
在
の
人
口
八
七
二
人
で
計

算
す
る
と
村
民
一
人
あ
た
り
の
借
金
は
一

九
五
万
円
余
と
な
る
見
込
み
で
す
。
歳
入

全
体
の
十
三．
二
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

（3） 広　報　　た　　ば　　や　　ま 第104号

・平成11年度は林道山王沢線・大指線・杉奈久保線と村道諸畑寺沢
線改良工事等で国庫支出金・県支出金と村債の金額が多かったため
地方交付税の構成比が低い。
・平成12年度から村税に「入湯税」が加わったため構成比の数値が
若干高い。
・★平成15年度の数値は予算額の数値です。
・☆平成15年度の村税と地方交付税の数値は４月21日現在の数値
です。

［メモ］平成11年度からの一般会計歳入決算額と村税額と地方交付税
額は表のようになっています。

決 算 額 村　税 構成比 地方交付税 構成比

平成11年度 2,590,517 58,800 2.3% 952,912 36.8%

平成12年度 1,748,905 75,006 4.3% 980,141 56.0%

平成13年度 1,690,992 74,383 4.4% 887,752 52.5%

平成14年度 1,466,879 75,616 5.2% 811,944 55.4%

平成15年度 ★1,585,377 ☆70,069 4.4% ☆754,138 47.6%

一般会計の歳入決算額と村税・地方交付税の額と構成比 （単位：千円）

▲村民グラウンドにドクターヘリが着陸。ヘリポート完成が
急がれる。
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◆
議
会
費

村
議
会
議
員
（
十
名
）
の
報
酬
や
需

用
費
、
負
担
金
補
助
及
び
交
付
金
な
ど

に
支
出
す
る
も
の
で
議
会
費
合
計
は
三，

七
三
三
万
六
千
円
を
計
上
。
昨
年
度
に

比
べ
一
〇
六
万
三
千
円
の
減
額
。
歳
出

全
体
の
二．
八
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

◆
総
務
費

総
務
費
に
は
村
長
や
収
入
役
、
一
般

職
員
の
給
料
、
庁
車
燃
料
代
や
消
耗
品

代
、
印
刷
製
本
費
、
条
例
等
の
追
録
代
、

「
広
報
丹
波
山
」
印
刷
製
本
代
等
の
需
用

費
等
を
支
出
す
る
『
総
務
管
理
費
』、
村

県
民
税
や
固
定
資
産
税
の
前
納
報
奨
金

を
支
出
す
る
『
徴
税
費
』、
住
民
基
本
台

帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関
係
を
支
出
す
る
『
戸

籍
住
民
登
録
費
』、『
選
挙
費
』
な
ど
が
あ

り
、
総
務
費
合
計
は
一
億
三，
三
八
一
万

一
千
円
を
計
上
。
昨
年
度
に
比
べ
二，
〇

〇
六
万
一
千
円
の
減
額
で
主
た
る
要
因

は
人
件
費
の
減
額
に
よ
る
も
の
で
す
。
歳

出
全
体
の
九．
九
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

◆
民
生
費

民
生
費
に
は
老
人
福
祉
や
障
害
者
福
祉

な
ど
に
支
出
す
る
『
社
会
福
祉
費
』、
児

童
手
当
や
保
育
所
職
員
の
給
料
他
等
を
支

出
す
る
『
児
童
福
祉
費
』、『
国
民
年
金
事

務
取
扱
費
』
な
ど
が
あ
り
、
民
生
費
合
計

は
一
億
五，
九
七
一
万
九
千
円
を
計
上
。

国
の
三
位
一
体
の
改
革
の
一
つ
で
あ
る
国

庫
補
助
金
の
廃
止
・
縮
減
に
よ
り
「
保
育

所
措
置
費
負
担
金
」
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と

は
財
政
的
に
厳
し
い
状
況
で
あ
り
、
ま
た
、

高
齢
化
が
進
む
な
か
社
会
福
祉
協
議
会
を

中
心
に
村
の
実
情
に
あ
っ
た
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
住
め
る

村
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
、
民
生
費
は
昨

年
度
と
ほ
ぼ
同
額
の
予
算
を
計
上
。
歳
出

全
体
の
十
一．
八
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

◆
衛
生
費

人
間
ド
ッ
ク
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
検

診
事
業
や
簡
易
水
道
会
計
へ
の
繰
出
金
、

ゴ
ミ
処
理
関
係
な
ど
を
支
出
す
る
も
の
で

衛
生
費
合
計
は
六，
五
〇
一
万
六
千
円
を

計
上
。
今
後
も
村
民
の
健
康
づ
く
り
を
一

層
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
歳
出
全
体
の

四．
八
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

◆
農
林
水
産
業
費

農
業
委
員
会
や
農
業
振
興
、
林
業
振
興

な
ど
に
支
出
す
る
も
の
で
農
林
水
産
業
費

合
計
は
二
億
九，
一
二
六
万
六
千
円
を
計

上
。
前
年
度
に
比
べ
九，
五
六
三
万
二
千

円
の
減
額
で
す
。主
な
事
業
は「
新
山
村
振

興
等
農
林
漁
業
特
別
対
策
事
業
」
に
よ
る

有
線
テ
レ
ビ
施
設
整
備
工
事
で
テ
レ
ビ
放

送
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
す
る
た
め
の
基

盤
設
備
工
事
で
す
。
ま
た
、「
林
業
・
木
材

産
業
構
造
改
革
事
業
」
を
実
施
し
、
林
道

山
王
沢
線
の
整
備
を
実
施
し
ま
す
。
歳
出

全
体
の
二
十
一．
五
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

◆
商
工
費

就
職
奨
励
金
や
商
工
会
補
助
金
な
ど

を
支
出
す
る
商
工
費
と
貝
沢
遊
歩
道
工

事
や
観
光
協
会
負
担
金
、
夏
ま
つ
り
丹
波

等
に
支
出
す
る
観

光
費
が
あ
り
、
商
工

費
合
計
は
五，
三
五

二
万
円
を
計
上
。
温

泉
施
設
を
核
と
し

た
観
光
施
設
の
充

実
や
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
な
ど
を
実
施
し
、

広
報
活
動
・
集
客

活
動
に
努
力
し
て

い
き
ま
す
。
歳
出
全

体
の
四．
〇
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

◆
土
木
費

下
水
道
会
計
へ
の
繰
出
金
や
融
雪
剤

購
入
、
村
道
除
雪
委
託
、
道
路
維
持
等

を
支
出
す
る
も
の
で
土
木
費
合
計
は
一
億

八，
九
八
四
万
一
千
円
を
計
上
。
歳
出
全

体
の
十
四．
〇
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

◆
消
防
費

大
月
市
消
防
署
丹
波
山
出
張
所
職
員
の

給
料
等
の
大
月
市
へ
の
負
担
金
や
救
急
機

材
の
購
入
、
消
防
団
活
動
に
対
す
る
活
動

費
や
公
務
災
害
補
償
費
、
消
防
資
機
材
の

購
入
等
の
た
め
に
支
出
す
る
も
の
で
消
防

費
合
計
は
五，
〇
一
三
万
三
千
円
を
計
上
。

歳
出
全
体
の
三．
七
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

◆
教
育
費

教
育
長
や
一
般
職
員
の
給
料
等
を
支
出

す
る『
教
育
委
員
会
費
』
と
し
て
二，
七
四

六
万
八
千
円
、『
小
学
校
費
』
と
し
て
三，

〇
八
八
万
七
千
円
、『
中
学
校
費
』
と
し
て

三，
五
四
七
万
九
千
円
、
成
畑
遺
跡
や
金

山
調
査
、
各
地
区
公
民
館
維
持
費
、
山
村

留
学
関
係
、
資
料
館
関
係
な
ど
を
支
出
す

る
『
社
会
教
育
費
』
と
し
て
一，
四
三
五

万
円
、
社
会
体
育
関
係
、
学
校
給
食
関
係

な
ど
を
支
出
す
る
『
保
健
体
育
費
』
と
し

て
一，
六
四
一
万
一
千
円
、
教
育
費
合
計

は
一
億
二，
四
五
九
万
五
千
円
を
計
上
。

歳
出
全
体
の
九．
二
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

小
学
校
に
つ
い
て
は
、
複
式
学
級
の
解
消

の
た
め
一
名
の
村
単
教
員
枠
を
確
保
。
中

学
校
に
つ
い
て
は
、
公
立
学
校
施
設
整
備

費
補
助
事
業
と
し
て
丹
波
中
学
校
体
育
館

の
地
震
補
強
事
業
を
実
施
。
社
会
教
育
や

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
も
各
種
事
業
を

取
り
入
れ
、
推
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

◆
公
債
費

村
の
借
金
返
済
の
た
め
の
支
出
で
二
億

四，
三
三
六
万
一
千
円
を
計
上
。
歳
出
全

体
の
十
八
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

歳
　
出
（
主
な
も
の
）

民生費
159,719

総務費
133,811

農林水産業費
291,266

土木費
189,841

教育費
124,595

予備費 2,000

公債費
243,361

議会費 37,336

衛生費
65,016

商工費
53,520

消防費
50,133

災害復旧費 2

諸支出金 1,400

◇歳出の内訳　　　　　　（単位：千円）
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◆
国
民
健
康
保
険
（
事
業
）

自
営
業
者
の
方
や
会
社
を
退
職
さ
れ
た

方
な
ど
社
会
保
険
以
外
の
方
の
た
め
の
健

康
保
険
と
し
て
「
国
民
健
康
保
険
」
が

あ
り
ま
す
。
丹
波
山
村
国
民
健
康
保
険

は
、
保
険
加
入
者
が
納
め
る
国
民
健
康

保
険
税
と
国
か
ら
の
国
庫
支
出
金
、
社

会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
か
ら
の
療

養
給
付
費
交
付
金
、
山
梨
県
か
ら
の
県

支
出
金
、
村
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
等
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
初
予
算
と
し
て
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

一
億
八
七
六
万
三
千
円
を
計
上
。
昨
年

度
の
当
初
予
算
に
比
べ
二
三
九
万
九
千

円
の
増
額
で
す
。
保
険
加
入
者
に
は
高

齢
者
が
多
く
又
景
気
低
迷
に
よ
る
所
得
の

減
収
も
あ
り
、
国
民
健
康
保
険
税
は
前

年
度
よ
り
十
五
万
二
千
円
少
な
い
二，
一

五
一
万
九
千
円
、
歳
入
全
体
の
十
九．

八
％
を
占
め
る
程
度
で
す
。

な
お
、
歳
入
が
歳
出
を
下
回
る
厳
し
い

状
況
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
の
た
め
、

財
政
調
整
基
金
と
い
う
一
種
の
貯
金
が
国

民
健
康
保
険
に
は
あ
り
ま
す
が
、
当
初
予

算
で
二，
〇
〇
〇
万
円
を
計
上
し
、
い
ざ

と
い
う
場
合
に
備
え
て
い
ま
す
。
国
民
健

康
保
険
会
計
は
今
後
ま
す
ま
す
厳
し
い
運

営
を
強
い
ら
れ
る
事
が
予
想
さ
れ
、
場
合

に
よ
っ
て
は
保
険
税
率
の
改
正
も
必
要
に

な
っ
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ど
う

か
、
日
頃
か
ら
の
健
康
管
理
に
十
分
努
め

て
い
た
だ
き
健
康
で
明
る
く
医
療
機
関
に

か
か
ら
な
い
体
づ
く
り
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
に

引
き
続
き
ご
協
力
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
（
直
診
）

村
の
健
康
施
設
の
拠
点
と
し
て
丹
波
山

村
国
民
健
康
保
険
医
科
・
歯
科
診
療
所

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
初
予
算
は
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
九，
八
五
一
万
六
千
円

を
計
上
。
歳
入
を
見
る
と
、
診
療
収
入
と

し
て
医
科
歯
科
合
わ
せ
て
四，
八
五
九
万

二
千
円
を
計
上
し
歳
入
全
体
の
四
九．

三
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
歯
科
の
小
菅
村

出
張
診
療
に
か
か
る
負
担
金
が
一，
〇
四

〇
万
円
（
歳
入
全
体
の
一
〇．
六
％
）、
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
が
三，
五
二
七
万

二
千
円
（
歳
入
全
体
の
三
十
五．
八
％
）。

村
で
は
よ
り
一
層
の
医
療
の
充
実
を
図
り

健
康
で
安
心
で
き
る
村
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。

◆
老
人
保
健

前
年
度
当
初
予
算
比
〇．
三
％
（
三
十

五
万
八
千
円
）
減
額
の
一
億
四，
二
一
〇

万
円
を
計
上
。

◆
簡
易
水
道
事
業

前
年
度
当
初
予
算
比
一．
五
％
（
二
十

五
万
六
千
円
）
増
額
の
一，
七
〇
五
万
八

千
円
を
計
上
。
今
後
も
村
民
の
皆
様
に

安
定
し
た
水
の
供
給
が
で
き
る
よ
う
努
力

し
て
い
き
ま
す
。
な
お
歳
入
で
は
、
簡
易

水
道
使
用
料
と
手
数
料
を
合
わ
せ
て
三
三

四
万
六
千
円
を
計
上
。
歳
入
全
体
の
十

九．
六
％
を
占
め
ま
す
。

◆
水
源
の
里
保
健
休
養
施
設
事
業

前
年
度
当
初
予
算
比
〇．
七
％
（
二
三

三
万
円
）
増
額
の
三，
五
二
三
万
三
千
円

を
計
上
。
歳
入
は
釣
り
場
・
レ
ク
レ
ー

シ
ョ
ン
広
場
・
バ
ン
ガ
ロ
ー
・
す
べ
り
台
・

ス
ケ
ー
ト
場
・
そ
ば
処
の
使
用
料
や
販
売

収
入
に
よ
っ
て
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業

前
年
度
当
初
予
算
比
十
四．
三
％
（
二，

四
六
八
万
六
千
円
）
増
額
の
一
億
九，
六

九
〇
万
六
千
円
を
計
上
。
下
水
道
の
供

用
開
始
か
ら
十
五
年
以
上
経
過
し
、
処

理
場
の
設
備
等
の
老
巧
化
が
進
ん
で
い
る

た
め
の
増
額
で
す
。
な
お
皆
様
に
納
め
て

い
た
だ
く
下
水
道
使
用
料
は
八
二
〇
万
一

千
円
を
計
上
し
、
歳
入
全
体
の
四．
二
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

◆
有
線
テ
レ
ビ
放
送
施
設

前
年
度
当
初
予
算
比
二
十
五．
七
％

（
一
二
一
万
円
）
減
額
の
三
五
〇
万
円
を

計
上
。
な
お
、
有
線
テ
レ
ビ
使
用
料
と

し
て
二
一
〇
万
一
千
円
を
計
上
し
歳
入

全
体
の
六
十
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

・
教
育
奨
励
資
金

前
年
度
当
初
予
算
比
四．
五
％
（
三
十
万

円
）
減
額
の
六
四
〇
万
円
を
計
上
。

◆
介
護
保
険

前
年
度
当
初
予
算
比
五．
六
％
（
二
九

九
万
五
千
円
）
増
額
の
五，
六
五
一
万
七

千
円
を
計
上
。
な
お
、
介
護
保
険
料
と

し
て
八
三
一
万
五
千
円
を
計
上
し
歳
入

全
体
の
十
四．
七
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

◆
温
泉
事
業

前
年
度
当
初
予
算
比
一．
四
％
（
二
三

〇
万
円
）
減
額
の
一
億
五，
七
二
〇
万
円
を

計
上
。
温
泉
使
用
料
や
レ
ス
ト
ラ
ン
売
店

収
入
な
ど
の
事
業
収
入
と
し
て
前
年
度
よ

り
も
五
九
九
万
円
増
額
の
一
億
四，
二
四

六
万
円
を
計
上
し
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
を
前
年
度
よ
り
一，
〇
〇
〇
万
円
減

額
の
一，
〇
〇
〇
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

特
別
会
計
当
初
予
算

16年予算額 15年予算額 比　較
国 民 健 康 保 険 （ 事 業 ） 108,763 106,364 2,399
国 民 健 康 保 険 （ 直 診 ） 98,516 94,815 3,701
老　　　人　　　保　　　健 142,100 142,458 △358
簡　易　水　道　事　業 17,058 16,802 256
水源の里保健休養施設事業 35,233 35,000 233
特定環境保全公共下水道事業 196,906 172,220 24,686
有線テレビ放送施設事業 3,500 4,710 △1,210
教　育　奨　励　資　金 6,400 6,700 △300
介　　　護　　　保　　　険 56,517 53,522 2,995
温　　　泉　　　事　　　業 157,200 159,500 △2,300

◇特別会計当初予算　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
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丹
波
山
村
消
防
団
は
四
十
三
歳
定
年

制
を
採
用
し
て
い
ま
す
が
、
年
齢
が
高
く

な
る
ほ
ど
団
員
数
が
多
い
構
成
の
た
め
、

今
回
の
任
命
式
で
は
九
名
の
団
員
が
退
団

さ
れ
ま
し
た
。
新
入
団
員
に
つ
い
て
は
今

年
に
入
り
、
十
八
歳
か
ら
三
十
八
歳
ま

で
の
村
内
に
住
ん
で
い
る
方
に
入
団
を
依

頼
し
、
三
名
の
方
に
入
団
を
承
諾
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

丹
波
山
村
に
は
入
団
を
依
頼
で
き
る
該

当
者
が
少
な
く
、
年
々
新
入
団
員
確
保

が
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
広
報
丹
波
山

十
月
号
で
「
消
防
団
が
ピ
ン
チ
で
す
」

と
い
う
内
容
の
記
事
を
載
せ
ま
し
た
が
、

来
年
の
任
命
式
で
六
名
、
再
来
年
の
任

命
式
で
六
名
が
定
年
で
退
団
し
、
本
当

に
ピ
ン
チ
で
し
た
。
丹
波
山
村
消
防
委
員

会
で
平
成
十
三
年
か
ら
団
員
確
保
に
つ
い

て
話
し
合
い
を
も
ち
今
後
の
消
防
団
に
つ

い
て
議
論
し
、
今
回
消
防
団
の
厳
し
い
状

況
に
村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
を
得
て
、
四

十
五
歳
か
ら
五
十
歳
ま
で
の
十
六
名
の
方

に
入
団
す
る
こ
と
を
承
諾
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
消
防
団
だ
け
で
な

く
丹
波
山
村
に
と
っ
て
も
大
き
な
事
で
あ

り
本
当
に
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
の
結
果
、
退
団
者
九
名
に
対
し
、

新
入
団
員
者
十
九
名
、
平
成
十
六
年
度

丹
波
山
村
消
防
団
は
舩
木
昭
和
団
長
以

下
七
十
五
名
で
一
年
間
丹
波
山
村
の
防

火
防
災
に
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

退
団
さ
れ
た
九
名
の
皆
様
方
に
つ
い
て

は
長
い
間
ご
苦
労
様
で
し
た
。

丹
波
山
村
消
防
団

・
団
　
長
　
　
　
　
　
舩
木
　
昭
和

・
副
団
長
　
　
　
　
　
岡
部
　
　
清

・
副
団
長
　
　
　
　
　
藤
原
　
　
貢

・
第
一
部
長
　
　
　
　
舩
木
　
　
努

・
第
二
部
長
　
　
　
　
河
村
　
　
透

・
第
一
部
専
任
班
長
　
舩
木
　
　
伯

・
第
二
部
専
任
班
長
　
松
島
　
信
一

・
本
部
付
専
任
班
長
　
嶋
崎
　
忠
久

・
本
部
付
専
任
班
長
　
木
下
　
和
彦

新
班
長

・
第
一
部
班
長
　
　
　
酒
井
由
記
夫

・
第
一
部
班
長
　
　
　
坂
本
　
　
仁

・
第
一
部
班
長
　
　
　
山
本
　
栄
二

・
第
一
部
班
長
　
　
　
岡
部
　
岳
志

・
本
部
付
班
長
　
　
　
芦
澤
将
一
郎

・
通
信
班
長
　
　
　
　
守
屋
　
　
剛

・
通
信
班
長
　
　
　
　
久
保
田
崇
史

新
入
団
者
（
再
入
団
者
を
含
む
）

・
嶋
崎
　
益
富
　
　
・
河
村
　
春
樹

・
田
中
　
廣
光
　
　
・
濱
本
　
泰
博

・
岡
部
　
秀
樹
　
　
・
岡
部
　
光
男

・
坂
本
　
五
一
　
　
・
青
柳
　
重
久

・
橋
詰
　
　
武
　
　
・
小
池
　
文
夫

・
青
柳
　
長
雄
　
　
・
木
下
　
寿
文

・
清
水
　
善
明
　
　
・
渡
邊
日
出
男

・
田
中
　
寿
二
　
　
・
越
湖
　
利
幸

・
岡
部
　
雅
敏
　
　
・
芦
澤
　
健
一

・
岡
部
　
英
利

退
団
者

・
舩
木
　
良
哲
　
　
・
廣
瀬
　
浩
蔵

・
酒
井
　
一
彦
　
　
・
青
柳
　
和
夫

・
武
井
　
明
信
　
　
・
守
屋
　
保
志

・
白
木
　
孝
郎
　
　
・
青
柳
　
秀
和

・
大
河
　
和
教
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

四
月
一
日
（
木
）
に
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
で
「
丹
波
山
村

消
防
団
任
命
式
」
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

▲部長辞令を受ける舩木努さん、
河村透さん

▲「宣誓」をする岡部英利さん ▲長い間ご苦労様でした。

▲舩木団長の「訓辞」
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丹
波
山
村
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
全

員
が
三
月
十
七
日
に
任
期
満
了
と
な
り
、

委
員
長
の
舩
木
進
五
さ
ん
（
下
組
）
が

退
任
さ
れ
ま
し
た
。
長
い
間
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
。

新
し
く
選
任
さ
れ
ま
し
た
委
員
の
み
な

さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。
任
期
は
平
成

十
六
年
三
月
十
八
日
か
ら
平
成
二
十
年

三
月
十
七
日
ま
で
の
四
年
間
で
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

・
委
員
長
　
守
屋
精
治
さ
ん
（
中
組
）

・
委
員
長
職
務
代
理

嶋
崎
勝
彦
さ
ん
（
高
尾
）

・
委
　
員
　
舩
木
昭
夫
さ
ん
（
保
之
瀬
）

・
委
　
員
　
芦
澤
義
廣
さ
ん
（
押
垣
外
）

・
補
充
員
　
河
村
保
子
さ
ん
（
下
組
）

・
補
充
員
　
嶋
崎
延
子
さ
ん
（
上
組
）

・
補
充
員
　
吉
野
　
進
さ
ん
（
鴨
沢
）

・
補
充
員
　
川
端
勇
一
さ
ん
（
上
組
）

毎
年
五
月
三
十
一
日
は
、
世
界
保
健

機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
定
め
る
「
世
界
禁

煙
デ
ー
」
で
、
五
月
三
十
一
日
か
ら
六

月
六
日
の
一
週
間
を
「
禁
煙
週
間
」
に

定
め
て
い
ま
す
。

も
う
す
ぐ
禁
煙
週
間
で
す
が
、「
禁
煙
」

と
い
う
言
葉
が
最
近
い
た
る
場
所
で
叫
ば

れ
、
た
ば
こ
を
吸
う
場
所
が
狭
ま
っ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
新
幹
線
や
特

急
電
車
で
は
禁
煙
車
両
が
増
え
、
飛
行

機
で
は
機
内
す
べ
て
が
禁
煙
に
指
定
さ
れ

て
い
る
機
体
も
あ
る
よ
う
で
す
。
た
ば
こ

に
も
「
あ
な
た
の
健
康
を
損
な
う
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
の
で
吸
い
す
ぎ
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。喫
煙
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
」

と
書
い
て
あ
り
ま
す
の
で
吸
い
す
ぎ
に
は

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

さ
て
、
た
ば
こ
を
吸
う
方
に
と
っ
て
は

肩
身
の
狭
い
世
の
中
に
な
っ
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
た
ば
こ
に
は
国
税
（
た
ば
こ
税

と
た
ば
こ
特
別
税
）
と
地
方
税
（
道
府

県
た
ば
こ
税
と
市
町
村
た
ば
こ
税
）
が
課

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。「
わ
か
ば
」
や
「
エ

コ
ー
」
と
い
っ
た
旧
三
級
品
の
た
ば
こ
は

一
本
あ
た
り
四
円
弱
（
う
ち
村
た
ば
こ
税

は
一．
四
円
余
）、「
マ
イ
ル
ド
ゼ
ブ
ン
」

な
ど
旧
三
級
品
以
外
の
た
ば
こ
に
は
一
本

あ
た
り
八
円
弱
（
う
ち
村
た
ば
こ
税
は
三

円
弱
）、
税
金
を
納
め
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

丹
波
山
村
の
村
税
の
一
つ
で
あ
る
「
た

ば
こ
税
」
は
村
内
の
た
ば
こ
屋
さ
ん
や
た

ば
こ
自
動
販
売
機
で
買
っ
て
い
た
だ
い
た

本
数
に
よ
っ
て
収
入
額
が
増
え
て
い
き
ま

す
の
で
、
た
ば
こ
を
吸
わ
れ
る
方
は
ぜ
ひ

村
内
の
た
ば
こ
屋
さ
ん
、
自
動
販
売
機
で

購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
旧
三
級
品
と
は

わ
か
ば
・
エ
コ
ー
・

し
ん
せ
い
・
ゴ
ー
ル
デ
ン
バ
ッ
ト
・
ウ

ル
マ
・
バ
イ
オ
レ
ッ
ト
の
六
銘
柄

村
民
税
は
所
得
割
と
均
等
割
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
、
所
得
割
は
前
年
中
の
所
得

に
応
じ
て
あ
る
一
定
の
税
率
を
掛
け
た
も

の
、
均
等
割
は
納
税
者
一
人
に
課
す
る

基
礎
的
部
分
の
も
の
を
足
し
た
も
の
が
村

民
税
に
な
り
ま
す
。

丹
波
山
村
税
条
例
の
第
三
十
一
条
に

「
均
等
割
の
税
率
」
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
三
月
に
地
方
税
法
の
一
部
が
改
正

さ
れ
、
平
成
十
六
年
度
の
村
民
税
の
均
等

割
が
年
額
二，
〇
〇
〇
円
が
三，
〇
〇
〇

円
に
改
正
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
十
五
年
度
ま
で
人
口
五
十
万
人

以
上
の
市
の
均
等
割
が
年
額
三，
〇
〇
〇

円
、
人
口
五
万
人
以
上
五
十
万
人
未
満

の
市
の
均
等
割
が
年
額
二，
五
〇
〇
円
、

そ
の
他
の
市
町
村
の
均
等
割
は
二，
〇
〇

〇
円
と
人
口
に
よ
り
異
な
っ
て
い
た
税
率

が
、
今
回
の
改
正
に
よ
り
人
口
段
階
別

の
税
率
を
廃
止
し
、
年
額
三，
〇
〇
〇
円

円
に
統
一
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で

す
。
県
民
税
に
つ
い
て
は
今
ま
で
と
変
わ

ら
ず
年
額
一，
〇
〇
〇
円
円
で
す
。

今
後
も
納
税
者
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

各
種
役
員
紹
介

村たばこ税の推移（単位：千円）

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000
（千円）

平成11年度 12年度 13年度 14年度 15年度

5,113 5,045 4,763 4,593 4,452

※平成15年度は４月21日現在の数値でほぼ確定数値です。
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４月６日（火）に丹波小学校で平成16年度入学式が行われま
した。今年のピカピカの一年生は女の子４名でみんなドキドキ
しながら入学式に出席していました。式では元気いっぱいに挨
拶ができ、先生方や在校生、来賓の皆さんの挨拶をしっかり聞
いていました。
これから黄色い帽子をかぶり真新しいランドセルを背負って
元気に丹波小学校に登校します。どうか車に気をつけ、勉強を
頑張って、友達と楽しく仲良く遊んでください。

４月５日（月）に丹波山村保育所で平成16年度入所式
が行われ、かわいいお友達が仲間入りしました。今年の
入所児は、３歳児１名、２歳児３名の合計４名です。最
初は恥ずかしそうにしていましたが先生から名前を呼ば

れると「ハ～イ」と元気で大きな返事
が返ってきました。これからお兄さん
お姉さんと仲良く歌やおゆうぎをして
楽しく遊ぼうね。また、守岡登美子先
生の退職により、酒井望さんが保育士
（臨時職員）として保育所に加わりま
した。よろしくお願いします。

▲菅野
か ん の

愛子
あ い こ

ちゃん
（鴨沢・夏子さん）

▲木下
きのした

恵香
あ や か

ちゃん
（奥秋・修一さん）

▲木下
きのした

美里
み さ と

ちゃん
（奥秋・喜人さん）

▲木下
きのした

真実
ま み

ちゃん
（奥秋・浩一さん）

▲舩木
ふ な き

俊成
としなり

くん
〔２歳児〕

（押垣外・正之さん）

▲岡部
お か べ

晃也
こ う や

くん
〔２歳児〕

（保之瀬・晃さん）

▲大石
おおいし

広太
こうだい

くん
〔３歳児〕

（押垣外・太さん）

▲廣瀬
ひ ろ せ

賢
すぐる

くん
〔２歳児〕

（押垣外・浩蔵さん）

▲酒井　望さん

s
こ
っ
ち
向
い
て
〜
「
ハ
イ
・
ポ
ー
ズ
」
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４月６日（火）に丹波中学校で平成16年度入学式
が行われました。今年の新入生は男子２名、女子３
名、計５名です。
３月23日の丹波小学校卒業式とは違い、制服に身
を包んだ姿を見るとちょっと大人になったように見
えました。中学校では英語や数学など難しい教科が
ありますが、部活動に汗を流し全校音楽で親睦を深
め、楽しい中学校生活を過ごしてください。▲入学おめでとう、みんな揃ってハイ・ポーズ

▲木下
きのした

潤
じゅん

くん
（奥秋・浩一さん）

▲橋詰
はしづめ

浩貴
ひ ろ き

くん
（高尾・昭人さん）

▲坂本
さかもと

茉由
ま ゆ

さん
（奥秋・尚子さん）

▲岡部
お か べ

登志子
と し こ

さん
（鴨沢・康平さん）

▲岡部
お か べ

咲
さき

さん
（奥秋・秀樹さん）

平成12年にグランドオープンした丹波山温泉
「のめこい湯」は、村民の健康増進と福祉向上を
図るとともに都市と農村との交流の場にふさわし
い施設として整備されました。昨年の８月24日に
は記念すべき利用者50万人を達成し、その後もた
くさんの皆様にご利用いただいているところです。
平成15年度の年間利用者数は別表のとおりです。

平成15年度の利用者数を見ると、平成14年度に
比べ5,994人減少しています。主な要因としては、
国道411号線の保之瀬地内土砂崩落や奥多摩町内
土砂崩落等があり、観光シーズンに国道が通行止
めとなり、村内を通行する自動車が少なかったこ
とが考えられます。しかし、「のめこい湯」は丹
波山村に大変貢献している重要な施設です。平成
15年度の入湯税は昨年よりも若干少ないものの２
千万円近くの収入があり、村税の30％近くを占め
る大切な収入源です。
また、「のめこい湯」は丹波山村の宣伝広告塔
の役割も担っており、観光客数の増加につながっ
ています。オープンから順調に増えてきていた利
用者が、平成15年度は平成14年度に比べ減少した
ことを真剣に受け止め、今後も村民の皆様をはじ
めたくさんの観光客を誘致できるようこれまで以
上に努力して参ります。
これからも「のめこい湯」をよろしくお願いし
ます。

ご利用ありがとうございます。

利　用　者 人　数
村　内　大　人 5,031
村　内　子　供 1,588
村　外　大　人 127,567
村　外　子　供 7,282
観 光 協 会 他 11,942

計 153,410

温泉利用者（平成15年度） （単位：人）
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平成15年４月１日現在の人口は908人でしたが１
年後の平成16年４月１日現在の人口は872人。36人
の村民が減ってしまった計算になり、率にすると
４％減少したことになります。村民が減ってしまう
ことはたいへん寂しく、村にとっては非常に厳しい
結果であると思います。
減少傾向がこのまま続いたとすると村民の住ま

ない村になってしまう恐れもあり、今まで以上に
真剣に考えていかなければならない事を意味して
います。市町村合併が盛んに行われ丹波山村でも

合併について検討されていますが、仮にどこかの
自治体と合併してもこの地域にたくさんの住民が
いつまでも健康に楽しく生活できる環境づくりが
今求められています。

◇平成15年度の人口動態

・出生　 2名（芦澤優希くんと舩木伸豪くん）
・死亡　20名
・転入　21名
・転出　50名

「隣近所が寂しくなったな～」という言葉を最近よく聞くことがあります。
そこで平成15年度（平成15年4月から平成16年3月）1年間で、丹波山村
の人口は増えたのか、それとも減ったのか報告します。

0 200 400 600 800 1,000
（人）
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奥秋

平成12年

地区名

平成13年

平成14年

平成15年

平成16年

上組

上組

167

157
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167

158

104

101
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90

中組

中組

79

80

80

76

73

下組

下組

高尾

高尾

115

110

114

102

95

144

140

142

137

133

押垣外

押垣外

121

121

123

118

120

保之瀬

保之瀬

88

89

87

87

85

所畑

所畑

鴨沢

鴨沢

小袖 

小袖 

合計 

28

27

27

25

25

84

84

88

82

78

17

16

16

16

15

947

925

932

908

872

丹波山村の人口の推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）

※４月１日現在の住民基本台帳人口数



奥秋 中組 下組 高尾 押垣外 鴨沢 計

1年生 3 0 0 0 0 1 4

2年生 2 2 0 1 3 0 8

3年生 2 0 1 0 3 0 6

4年生 2 0 0 1 4 0 7

5年生 0 1 0 2 0 1 4

6年生 1 0 0 0 2 0 3

合　計 10 3 1 4 12 2 32

奥秋 上組 下組 高尾 押垣外 鴨沢 計

1年生 3 0 0 1 0 1 5

2年生 1 0 1 3 0 1 6

3年生 3 1 2 1 1 1 9

合計 7 1 3 5 1 3 20

（11） 広　報　　た　　ば　　や　　ま 第104号

昨年度一年間に生まれた赤ちゃんは芦澤優希
ゆ う き

くん
（下組・将一郎さん）と舩木伸豪

のぶひで

くん（保之瀬・和
久さん）の２名でした。本当に本当に貴重な赤ちゃ
んで健やかなご成長を願います。
ちなみに平成14年度（平成14年４月から平成15年
３月まで）生まれは、長谷川洋美

ひ ろ み

ちゃん（保之瀬・
達弥）と山梨県教職員の人事異動により転入されま
した大石誠也

せ い や

くん（押垣外・太さん）の２名でした。
今年の４月14日に長谷川寿樹

と し き

くん（保之瀬・達弥）
と大河美月

る な

ちゃん（高尾・和教さん）が同じ日に生
まれ、今年は生まれる子供が多いかと期待したいと
ころですが今のところ予定者はいないようです。

今、丹波山村の平成11年４月以降に生まれた子供
の数は４月14日現在でわずか13名です。「寂しい」
という気持ちがありますが、それどころか現実問題
として「保育所を存続していただけるのか？」「今の
小学校、中学校に通学させることができるのか？」
と保護者の方は心配され
ていると思います。「少
子化」はこれからの丹波
山村にとってたいへん心
配になる課題であり、早
急に取り組む必要があり
ます。

「広報丹波山」には昨年度から『こちら住民課戸籍係です』でおめでた
（出生）とおくやみ欄を載せていますが、「毎回、おめでた欄がさみしいな～」
とよく耳にします。

※住民基本台帳調べ

※住民基本台帳調べ

丹波小学校地区別児童数（平成16年4月1日現在） （単位：人）

丹波中学校地区別生徒数（平成16年4月1日現在） （単位：人）
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「体が言うことを聞かなくなったし、家族も少ないので畑も程々にするだ～」
最近、野菜を植えない畑が少しずつ増えているように感じられます。

丹波山村の高齢化率（65歳以上の比率）は４月
１日現在43.58％で他の市町村と比べてかなり高齢
化が進んでいます。これは、65歳以上の住民の割
合が多い事を意味します。
しかし他の市町村の65歳以上の方と比べ、丹波

山村の住民は健康で元気で若々しいと思います。
現に丹波山村の発展のために一生懸命働いてこら
れたみなさんであり、今も現役で丹波山村の原動
力となっていただいているところです。
高齢化率が高いということは、64歳以下の若い

村民（年少人口・生産年齢人口）が少ないという
ことで、今後の丹波山村を発展させていく人材が
少ない事を意味し、この問題も早急に取り組む必

要があります。
ぜひ、今後も健康に気を付けていただき仕事や

趣味を楽しみながら丹波山村の今後について助言
やご協力をお願いします。

丹波山村地区人口数と65歳以上人口・構成比率（平成16年4月1日現在）
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奥秋 上組 中組 下組 高尾 押垣外 保之瀬 所畑 鴨沢 小袖 合計

65

41.14%
65歳以上
人口の比率 43.33% 46.58% 53.68% 44.36% 28.33% 32.94% 60.00% 57.69% 66.67% 43.58%

65歳以上人口

65歳未満人口
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95

133 120
85
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15

872
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28
15 45 10

380

93
51 44 74

39
86 57 10

33

492

5

※４月１日現在の住民基本台帳人口数
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歯
科
診
療
所
は
四
月
一
日
か
ら
診
療
日

が
火
・
木
曜
日
の
午
後
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
は

丹
波
歯
科
診
療
所

０
４
２
８
―
８
８
―
０
２
７
２

小
菅
歯
科
診
療
所

０
４
２
８
―
８
７
―
０
２
２
４

■
第
六
回
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

及
び
体
力
測
定

六
月
六
日
（
日
）
に
丹
波
中
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
及
び
体
育
館
で
「
第
六
回
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
及
び
体
力
測
定
」
を
午

前
九
時
三
十
分
か
ら
開
催
し
ま
す
。

子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
み
ん
な
が
楽

し
め
る
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
を
用
意
し
ま
す

の
で
、
日
頃
ス
ポ
ー
ツ
を
し
な
い
方
も
ぜ

ひ
こ
の
機
会
に
体
を
動
か
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

ま
た
体
育
館
で
は
、「
体
力
測
定
」
を

行
い
ま
す
。
自
分
の
体
力
を
知
る
良
い
機

会
で
す
の
で
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
多
数
の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。
六
十
五
歳
以
上
の
方
の
参
加

は
大
歓
迎
で
す
。

■
第
五
十
七
回
山
梨
県
体
育
祭

小
菅
・
丹
波
山
地
区
予
選
会

六
月
十
八
日
（
金
）
に
村
民
グ
ラ
ウ

ン
ド
等
で
、「
第
五
十
七
回
山
梨
県
体
育

祭
小
菅
・
丹
波
山
地
区
予
選
会
」
を
開

催
し
ま
す
。

競
技
内
容
は
、
野
球
・
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
・
男
子
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・
女
子

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
四
競
技
で
す
。
過
去
五

年
間
の
成
績
を
見
る
と
野
球
は
「
丹
波
」、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は

「
小
菅
」
と
い
う

結
果
に
な
っ
て
い

ま
す
。

今
年
の
予
選

会
は
会
場
が
丹

波
山
村
な
の
で
、

選
手
の
皆
さ
ん

に
は
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
十

分
発
揮
し
、
多

数
の
村
民
の
皆

様
に
は
試
合
会

場
で
熱
い
応
援

を
し
て
い
た
だ

き
、
県
大
会
に

出
場
で
き
る
よ

う
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

■
「
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
」
に

加
入
し
ま
せ
ん
か
？

こ
の
保
険
は
、
村
民
の
皆
さ
ん
が
安
心

し
て
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
文
化
活
動
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
、
地
域
活
動
な
ど
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
傷
害
保
険
等
の
あ

る
保
険
で
す
。た
だ
し
、五
名
以
上
の
団
体

を
対
象
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
五
名
以
上
で
活
動
さ
れ
て
い
る

団
体
や
グ
ル
ー
プ
は
ぜ
ひ
加
入
し
、
安
心

し
て
体
力
づ
く
り
等
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

◇
問
い
合
わ
せ

（
財
）ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
山
梨
県
支
部

０
５
５
―
２
５
３
―
１
９
０
６

丹
波
山
村
教
育
委
員
会

０
４
２
８
―
８
８
―
０
２
１
１

教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

診
療
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年

野　　球 丹波 丹波 丹波 丹波 丹波

女子バレーボール 小菅 小菅 小菅 丹波 小菅

男子ゲートボール 小菅 小菅 小菅 小菅 小菅

女子ゲートボール 丹波 丹波 丹波 小菅 小菅

県体育祭予選会の結果（県大会出場チーム）

診 療 時 間

月 小菅診療

火 13：00～17：30

水 小菅診療

木 13：00～17：30

金 小菅診療
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五
月
二
十
四
日
（
月
）
か
ら
二
十
八
日

（
金
）
ま
で
の
五
日
間
、「
建
設
リ
サ
イ
ク

ル
法
全
国
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル
週
間
」
が
始

ま
り
ま
す
。
期
間
中
は
、
県
内
全
域
で

解
体
現
場
な
ど
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
、
立
入
調
査
を
行
い
ま
す
の
で
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
確
認
し
て
く
だ
さ
い

八
十
㎡
以
上
の
建
物
を
解
体
す
る
と

き
に
は
、
事
前
に
市
町
村
役
場
へ
の
届

出
を
し
な
い
と
工
事
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
建
設
業
の
許
可
又

は
解
体
工
事
業
の
登
録
を
受
け
た
業
者

に
委
託
を
し
、
建
物
解
体
か
ら
発
生
す

る
木
材
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
を
分
別

し
て
、
再
資
源
化
施
設
へ
持
っ
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

手
続
き
を
守
っ
て
違
反
解
体
や
不
法
投

棄
の
な
い
循
環
型
社
会
に
向
け
て
、
住
み

よ
い
街
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

◇
問
い
合
わ
せ
は

山
梨
県
建
築
指
導
課

０
５
５
―
２
２
３
―
１
７
３
５

住
民
票
の
写
し
の
交
付
請
求
や
所
得

証
明
書
交
付
請
求
な
ど
、
今
ま
で
役
場

の
窓
口
で
行
っ
て
い
た
五
つ
の
業
務
の
交

付
請
求
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
も
行
え

る
「
電
子
申
請
」
が
四
月
二
十
一
日

（
水
）
か
ら
山
梨
県
と
五
十
六
市
町
村
で

一
斉
に
始
ま
り
ま
し
た
。

◇
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
と
は

役
場
窓
口
で
行
っ
て
い
た
各
種
申
請
や

届
出
な
ど
の
行
政
手
続
き
を
村
民
の
み
な

さ
ん
が
お
持
ち
の
パ
ソ
コ
ン
（
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
た
も
の
）
で
行
う
と

き
に
、
申
請
者
が
本
人
で
あ
る
こ
と
や
申

請
の
内
容
が
改
ざ
ん
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

を
保
証
す
る
た
め
、「
電
子
証
明
書
」
と

い
う
形
で
住
民
の
方
に
提
供
す
る
サ
ー
ビ

ス
の
こ
と
で
今
ま
で
の
印
鑑
の
代
わ
り
の

よ
う
な
も
の
で
す
。

◇
「
電
子
申
請
」
が
で
き
る
も
の
は

四
月
二
十
一
日
（
水
）
か
ら
利
用
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
は
、

〈
村
の
手
続
き
〉

・
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
請
求

（
住
民
課
関
係
）

・
住
民
票
の
写
し
の
交
付
請
求

（
住
民
課
関
係
）

・
納
税
証
明
書
の
交
付
請
求

（
総
務
課
関
係
）

・
所
得
証
明
書
の
交
付
請
求

（
総
務
課
関
係
）

・
土
地
・
家
屋
の
評
価
証
明
書
の
交
付

請
求
（
総
務
課
関
係
）

※
「
電
子
申
請
」
に
は
「
電
子
証
明
書
」

の
添
付
が
必
要
で
す
。

◇
「
電
子
証
明
書
」
の
取
得
に
は

・
役
場
住
民
課
で
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
の
交
付
を
受
け
ま
す
。
カ
ー
ド
交
付

に
は
手
数
料
と
し
て
一
枚
五
〇
〇
円
か

か
り
ま
す
。
な
お
、
有
効
期
間
は
十
年

で
す
。

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
取
得
に
は
身

分
証
明
書
（
顔
写
真
付
き
の
免
許
証

な
ど
）
等
が
必
要
で
す
。

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方

は
カ
ー
ド
を
持
っ
て
役
場
住
民
課
に
来

て
く
だ
さ
い
。

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
取
得
後
、

役
場
住
民
課
で
「
電
子
証
明
書
」
の

発
行
を
申
請
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
「
電
子
証
明
書
」
の
発
行
手
数
料
は
、

一
件
五
〇
〇
円
か
か
り
、
有
効
期
間

は
三
年
で
す
。

◇
「
電
子
申
請
」
を
行
う
に
は

・
自
分
の
パ
ソ
コ
ン
な
ど
に
申
請
者
の
個

人
デ
ー
タ
を
認
識
さ
せ
る
た
め
の
「
読

み
取
り
機
」
を
付
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

◇
詳
し
く
は

役
場
総
務
課
・
住
民
課

０
４
２
８
―
８
８
―
０
２
１
１

山
梨
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

０
５
５
―
２
３
５
―
３
２
２
８

公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正
に
よ
り

①
「
期
日
前
投
票
制
度
」
が
創
設
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
従
来
の
不
在
者
投
票

の
よ
う
に
投
票
用
紙
に
記
載
し
、
封
筒
に

入
れ
て
そ
の
封
筒
を
も
う
一
つ
の
封
筒
に

入
れ
署
名
す
る
手
続
き
が
不
要
と
な
り
、

投
票
用
紙
に
記
載
し
直
接
投
票
箱
に
投

票
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
た
だ
し
、
名
簿
登
録
地
の
市
区
町
村

以
外
の
市
区
町
村
（
例
え
ば
名
簿
登
録

地
が
丹
波
山
村
で
奥
多
摩
町
で
不
在
者

投
票
を
す
る
場
合
）
や
病
院
、
老
人
ホ

ー
ム
な
ど
に
お
け
る
不
在
者
投
票
に
つ
い

て
は
従
来
ど
お
り
で
す
。
ま
た
、
投
票
開

始
日
は
選
挙
期
日
の
公
示
日
ま
た
は
告
示

日
か
ら
不
在
者
投
票
が
で
き
た
も
の
が
公

職
選
挙
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
「
選
挙

期
日
の
公
示
日
ま
た
は
告
示
日
の
翌
日
か

ら
選
挙
期
日
の
前
日
ま
で
」
に
変
更
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

②
「
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
対

象
者
が
拡
大
」
さ
れ
ま
し
た
。

介
護
保
険
法
上
の
要
介
護
者
で
、
介
護

保
険
の
被
保
険
者
証
に
状
態
区
分
が

「
要
介
護
五
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
方
が
、

新
た
に
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
が
投
票

の
時
に
必
ず
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
投
票

に
先
立
っ
て
忘
れ
ず
に
申
請
す
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

③
「
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
に
お
け

る
代
理
記
載
制
度
」が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
選
挙
人
で
自
分
で
投
票
の
記

載
が
で
き
な
い
者
と
し
て
定
め
ら
れ
た
次

の
（
一
）
又
は
（
二
）
に
該
当
す
る
方
は
、

丹
波
山
村
選
挙
管
理
委
員
会
に
届
け
出

た
者
（
選
挙
権
を
有
す
る
も
の
に
限
る
）

「
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
パ
ト
ロ
ー
ル

週
間
」
の
お
知
ら
せ

選
挙
の
投
票
制
度
が
変
わ
り
ま
す

「
電
子
申
請
」
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
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に
投
票
に
関
す
る
記
載
を
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

（
一
）
身
体
障
害
者
福
祉
法
上
の
身
体
障

害
者
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
に
「
上
肢

又
は
視
覚
の
程
度
が
一
級
」
で
あ
る
者
と

し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
者

（
二
）
戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
上
の
戦
傷

病
者
で
、
戦
傷
病
者
手
帳
に
「
上
肢
又

は
視
覚
の
障
害
の
程
度
が
特
別
項
症
か
ら

第
二
項
症
ま
で
」
で
あ
る
者
と
し
て
記
載

さ
れ
て
い
る
者

※
②
及
び
③
に
よ
る
「
郵
便
等
に
よ
る
不

在
者
投
票
」
に
は
、「
郵
便
等
投
票
証

明
書
」
が
必
ず
必
要
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
い
く
つ
か
の
手
続
き
も
必
要
な
の

で
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は

丹
波
山
村
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

０
４
２
８
―
８
８
―
０
２
１
１

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
受
給
者
は
、
児
童
手
当
法

に
よ
り
毎
年
六
月
に
「
児
童
手
当
現
況

届
」
を
役
場
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
受
給
者
の
前
年
度
の
所

得
、
養
育
の
状
況
、
加
入
し
て
い
る
年

金
の
種
類
な
ど
を
六
月
一
日
現
在
で
確
認

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。「
児
童
手
当
現

況
届
」
は
六
月
六
十
日
ま
で
に
役
場
住

民
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
問
い
合
わ
せ

丹
波
山
村
役
場
　
住
民
課

０
４
２
８
―
８
８
―
０
２
１
１

最
近
、
は
が
き
や
電
子
メ
ー
ル
等
に
よ

り
身
に
覚
え
の
な
い
債
務
や
出
会
い
系
サ

イ
ト
・
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
等
の
利
用
料
金

を
不
当
に
請
求
す
る
事
案
が
丹
波
山
村
で

も
数
件
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

も
し
、
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
が
は
が

き
等
で
来
ま
し
た
ら
、
そ
こ
に
記
載
さ
れ

て
あ
る
電
話
番
号
や
メ
ー
ル
へ
は
絶
対
に

返
答
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
無
視
を
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

何
ら
か
の
心
当
た
り
が
あ
る
場
合
で
も

と
り
あ
え
ず

上
野
原
警
察
署

０
５
５
４
―
６
３
―
０
１
１
０

又
は
丹
波
駐
在
所

０
４
２
８
―
８
８
―
０
２
１
０

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
職
　
　
種
　

警
察
官
Ａ
（
男
性
・
武
道
指
導
・
女
性
）

警
察
官
Ｂ
（
男
性
・
女
性
）

◇
受
験
資
格

・
警
察
官
Ａ

昭
和
四
十
九
年
四
月
二
日
以
降
の
生

ま
れ
で
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
）
を

卒
業
し
た
方
又
は
平
成
十
七
年
三
月
ま

で
に
卒
業
見
込
み
の
方

※
武
道
指
導
は
、
全
国
的
な
競
技
会
に

出
場
経
験
又
は
三
段
以
上
等
の
資
格

が
必
要

・
警
察
官
Ｂ

昭
和
四
十
九
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和

六
十
二
年
四
月
一
日
ま
で
の
生
ま
れ
で
、

Ａ
区
分
以
外
の
方

◇
受
付
期
間

平
成
十
六
年
七
月
二
十
一
日
（
水
）

か
ら
平
成
十
六
年
八
月
二
十
日
（
金
）

ま
で

◇
問
い
合
わ
せ

山
梨
県
警
察
本
部
警
務
課
人
事
担
当
　

０
５
５
―
２
３
５
―
２
１
２
１

丹
波
駐
在
所

０
４
２
８
―
８
８
―
０
２
１
０

北
富
士
駐
屯
地
で
は
創
立
四
十
四
周

年
記
念
行
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
多
く
の
皆
様
に
駐
屯
地

を
来
訪
し
て
い
た
だ
き
た
く
ご
案
内
申
し

上
げ
ま
す
。

◇
日
時

五
月
二
十
三
日
（
日
）

午
前
十
時
〜
午
後
三
時

◇
場
所

陸
上
自
衛
隊
北
富
士
駐
屯
地

（
南
都
留
郡
忍
野
村
忍
草
３
０
９
３
）

◇
内
容

記
念
式
典
・
観
閲
行
進
・
訓
練
展
示
・

試
乗
・
音
楽
演
奏
等

◇
問
い
合
わ
せ

北
富
士
駐
屯
地

０
５
５
５
―
８
４
―
３
１
３
５

丹
波
駐
在
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
に
つ
い
て

山
梨
県
警
察
官
募
集
の
お
知
ら
せ

山
梨
県
警
の
人
事
異
動
に
よ
り

萩
原

は
ぎ
は
ら

康や
す
し

警
部
補
が
県
警
本
部
警
備

部
よ
り
丹
波
駐
在
所
に
赴
任
さ
れ

ま
し
た
。「
丹
波
は
、
自
然
豊
か
で

人
情
味
あ
ふ
れ
る
地
域
だ
と
聞
い
て

お
り
ま
す
。
朝
起
き
る
と
川
の
せ
せ

ら
ぎ
、
鳥
の
さ
え
ず
り
、
そ
よ
風
な

ど
が
向
か
え
て
く
れ
る
よ
う
な
感
じ

で
清
々
し
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
さ
さ
ら
獅
子
舞
を
は
じ
め
と

す
る
伝
統
文
化
が
息
づ
い
て
い
る
地

域
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な
丹

波
で
職
務
に
就
け
る
こ
と
を
誇
り
に

思
い
、
こ
れ
か
ら
丹
波
の
治
安
を
守

る
べ
く
一
生
懸
命
精
進
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。」

丹
波
駐
在
所
の
萩
原
で
す

▲警部補・萩原　康さん

陸
上
自
衛
隊
北
富
士
駐
屯
地
創
立

四
十
四
周
年
記
念
行
事
の
お
知
ら
せ
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路線バスは村民にとって最も身近な交通手段と
して地域の発展や村民の生活に重要な役割を果た
しています。丹波山村に関係するバス路線は２路
線（丹波線・鴨沢西線）あります。しかし、運
転免許を持つ方が増え軽自動車など自動車の普及
により、バス利用者は一時期よりも減少し、バス
事業者の経営は厳しい状況にあります。
国が進める規制緩和のなかで平成12年の「道路
運送法」の一部改正に伴い、バス事業者が他の路
線の利益を赤字路線に補填してきた需給調整規制
が廃止され、路線廃止が自由にできるようになり

ました。これにより路線の廃止を阻止するため村
の一般会計から路線維持費や補填金を支出してお
ります。丹波山村としては路線バスは村民の「足」
として非常に重要な交通手段であることを認識
し、維持確保に最善の努力を図って参ります。し
かし、今後財政が厳しくなり路線維持をするため
の支出が困難になる状況も考えられます。
ぜひこの機会に路線バスの事についてみんなで
考え守っていきましょう。
なお、平成16年４月５日にバスのダイヤが下記
のとおりに変更になりました。

みんなで守ろう路線バス

西東京バス時刻表（平成16年４月５日改正）

  丹波・鴨沢西行
〔平日〕

  奥多摩駅行
〔平日〕

 奥多摩駅 鴨沢 鴨沢西 所畑 保之瀬 丹波  丹波 保之瀬 所畑 鴨沢西 鴨沢 奥多摩駅

 5：42 6：17 6：22

 6：05 6：40 6：45

 6：55 7：30 7：32 7：33 7：40 7：51

 8：45 9：20 9：25

 9：40 10：15 10：17 10：18 10：25 10：36

 10：45 11：20 11：25

 12：40 13：15 13：17 13：18 13：25 13：36

 14：40 15：15 15：17 15：18 15：25 15：36

 16：10 16：45 16：50

 17：42 18：17 18：19 18：20 18：27 18：38

 19：20 19：55 20：00

    6：27 6：29 7：07

    6：55 6：57 7：35

 8：10 8：18 8：25 8：26 8：28 9：06

    9：30 9：32 10：10

 10：45 10：53 11：00 11：01 11：03 11：41

    11：30 11：32 12：10

 13：45 13：53 14：00 14：01 14：03 14：41

 15：45 15：53 16：00 16：01 16：03 16：41

    16：55 16：57 17：35

 18：50 18：58 19：05 19：06 19：08 19：46

    20：05 20：07 20：45
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 奥多摩駅 鴨沢 鴨沢西 所畑 保之瀬 丹波

 奥多摩駅 鴨沢 鴨沢西 所畑 保之瀬 丹波

 丹波 保之瀬 所畑 鴨沢西 鴨沢 奥多摩駅

 6：05 6：40 6：45

 6：30 7：05 7：10

 6：55 7：30 7：35

 8：30 9：05 9：07 9：08 9：15 9：26

 9：30 10：05 10：07 10：08 10：15 10：26

 11：00 11：35 11：40

 12：50 13：25 13：27 13：28 13：35 13：46

 13：15 13：50 13：55

 15：25 16：00 16：02 16：03 16：10 16：21

 16：50 17：25 17：27 17：28 17：35 17：46

 18：25 19：00 19：05

    6：50 6：52 7：30

    7：15 7：17 7：55

    7：45 7：47 8：25

 9：40 9：48 9：55 9：56 9：58 10：36

 10：30 10：38 10：45 10：46 10：48 11：26

    11：42 11：44 12：22

    13：55 13：57 14：35

 14：20 14：28 14：35 14：36 14：38 15：16

 16：50 16：58 17：05 17：06 17：08 17：46

 18：10 18：18 18：25 18：26 18：28 19：06

    19：10 19：12 19：50

 丹波 保之瀬 所畑 鴨沢西 鴨沢 奥多摩駅

 6：05 6：40 6：45

 6：30 7：05 7：10

 6：55 7：30 7：35

 8：30 9：05 9：07 9：08 9：15 9：26

 9：30 10：05 10：07 10：08 10：15 10：26

 11：00 11：35 11：40

 12：50 13：25 13：27 13：28 13：35 13：46

 13：15 13：50 13：55

 14：20 14：55 15：00

 15：25 16：00 16：02 16：03 16：10 16：21

 16：50 17：25 17：27 17：28 17：35 17：46

 18：50 19：25 19：30

    6：50 6：52 7：30

    7：15 7：17 7：55

    7：45 7：47 8：25

 9：40 9：48 9：55 9：56 9：58 10：36

 10：30 10：38 10：45 10：46 10：48 11：26

    11：42 11：44 12：22

    13：55 13：57 14：35

 14：20 14：28 14：35 14：36 14：38 15：16

    15：30 15：32 16：10

 16：50 16：58 17：05 17：06 17：08 17：46

 18：10 18：18 18：25 18：26 18：28 19：06

    19：35 19：37 20：15

  丹波・鴨沢西行
〔土曜日〕

  奥多摩駅行
〔土曜日〕

  丹波・鴨沢西行
〔日曜・祝日〕

  奥多摩駅行
〔日曜・祝日〕



第104号 広　報　　た　　ば　　や　　ま （18）

丹波山サッカークラブ（丹波山ＳＣ）が
初の遠征試合

３月24日（水）

奥多摩町の氷川小学校グラウンドで、奥多摩町

にあるサッカークラブ「アルティスタフットボー

ルクラブ（アルティスタＦＣ）」と試合をしました。

当日は、小雨が降り、気温が下がり霧が立ちこめ

あいにくの天候でした。しかし子どもたちは、今

までの練習の成果を発揮するため、真剣な眼差し

で試合前の練習を一生懸命し、試合に臨もうとし

ていました。試合は保育所児から小学３年生まで

のチームと小学４年生から小学６年生までのチー

ムを編成し、いざ試合開始。丹波山ＳＣは、相手

ゴール前に攻め入る場面もありました。しかし、

アルティスタＦＣの選手の方が若干上手で結果は

惜しくも負けてしまいました。

当日はお父さんやお母さん達の応援も力が入っ

ており、子どもたちに負けないぐらい熱く燃えていました。今度は「目指せ１点」を目標に

頑張ってほしいと思いました。選手のみなさん、お父さんお母さん他応援に行かれたみなさ

ん、ご苦労様でした。

▲相手陣地に攻め込むぞ

▲みんなお疲れさまでした～

▲いざ試合だ～

▲応援ご苦労様です
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３月12日（金）丹波中学校で「第57回卒業証書授与式」
が行われました。それぞれの思い出と希望を胸に男子４名、
女子１名、計５名の卒業生が巣立っていきました。４月か
らは５名とも高校に進学し、丹波山村から離れて生活して
いますが保育所・小学校・中学校と、ともに学び、遊び、
笑った５人の友情は、これからの生活でかけがえのないも
のになっていくでしょう。何年か経ってまた丹波山村で生
活していただけることを願います。

丹波中学校卒業式は、昭和22年度（昭和23年
３月）「丹波山中学校」が創立され、第１回卒業
式（12名の卒業生）を行なったのが始まりです。
昭和28年に丹波山中学校鴨沢分校が鴨沢小中学
校に独立し、丹波山中学校は今の丹波中学校に
改称され今回「第57回卒業式」に至っています。
鴨沢中学校は生徒数の減少により昭和58年３月
19日に閉校になりましたがこの間、355名の卒業
生を送り出しています。
今回の第57回卒業式で配られた「卒業のしお
り」のなかに卒業生名簿（５名）があり、男女
混合五十音順で５人目の舩木隆嘉くんの卒業証
書番号が1,382番になっていたことから、丹波中
学校を卒業した生徒は1,382名という事になり、
鴨沢中学校卒業生と合わせると合計1,737名が中
学校を卒業したことになります。
鴨沢中学校を含め卒業生が最も多いときは、

昭和37年度（昭和38年３月）の70名、その後も
50名前後で推移していたものが昭和50年度あた
りから30名前後、昭和55年度あたりから20名前
後と減少し、昭和62年度あたりからは10名前後、
平成７年度卒業生はわずか３名と記録されてい
ます。
今後急速に生徒数が増えることは難しいと思

われますが、長い歴史と伝統を誇る丹波中学校
から、いつも明るい笑い声と息のあった音楽が
聞こえていくよう願うものです。「ピ～ンポ～ン
パ～ンポ～ン」のチャイムが奥秋地区から無く
ならないように。

▲木下
きのした

澄香
す み か

さん
（奥秋・浩一さん）

▲卒業おめでとう

▲河村
かわむら

直人
な お と

くん
（高尾・透さん）

▲舩木
ふ な き

隆嘉
たかよし

くん
（保之瀬・努さん）

▲河村
かわむら

洋
よう

くん
（鴨沢・義信さん）

▲田辺
た な べ

浩康
ひろやす

くん
（奥秋・新一さん）

丹 波 中 学 校 卒 業 式
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▲舩木
ふ な き

伸豪
のぶひで

くん（０歳）生年月日 平成16年２月25日
（保之瀬・和久さん）

平成16年2月19日から平成
16年5月7日までに受理したも
のです。（敬称略）

おめでた 健やかなご成長を

・舩木　伸豪
のぶひで

（男）２月25日生
（和久・千詠）〔保之瀬〕

・長谷川寿樹
と し き

（男）４月14日生
（達弥・康恵）〔保之瀬〕

・大河　美月
る な

（女）４月14日生
（和教・まさ江）〔高尾〕

おくやみ ご冥福をお祈り申し上げます

・青柳　本吉　82歳〔高尾〕
・守屋カツエ　98歳〔中組〕
・船木　シチ　93歳〔押垣外〕

３月26日（金）に丹波山村保育所で「第31
回卒所式」が行われました。
今回の卒所児は５名で全員女の子でした。

次第に従って式は進みましたが、所長の守岡登
美子さんが３月31日付けで退職。河野宏美さ
んが村外の小学校へ入学することになっていた
のでちょっぴりさみしい卒所式になりました。
保育所で学んだ歌やおゆうぎ、そして思い出
をたくさん詰め込んで保育所を卒所していきま
した。

▲守岡登美子先生、長い間お疲れさまでした。

▲保育所卒所おめでとうございます。

丹 波 山 村
保 育 所 卒 所 式


